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本研究では，2014 年の 6 月上旬から 8 月上旬にかけてグリーンランド北西部のカナック氷帽 (N 77°, E 69°) 
の積雪で観測を行った．対象サイトは積雪上に赤雪現象が確認された 2 地点 (Site-A 550m a.s.l, Site-B 950m a.s.l) 




めに，気象および積雪物理観測を行った．気象観測では，Site-A, B と同地点にある自動気象測器を用いて 1 時間
ごとに気温と日射を測定した．積雪物理観測では，サンプル採取時に Site-A, B で粒径，密度，含水率などを主に
測定した． 




測終了まで指数関数的に増加し，その細胞濃度は 6 月下旬から 8 月にかけて 1 万倍以上の増加を示した．細胞濃
度の最大値は，Site-A の 8/2 で 3.5×107 cells m-2，Site-B の 8/3 で 3.0×106 cells m-2となり，標高の低いサイトで大
きくなった．観測で求めた藻類の時間変化を，ロジスティック方程式 (e.g. Qiwu and Lawson, 1982) を用いてモデ
ル化した．このモデルのパラメータである雪氷藻類の繁殖開始時の細胞濃度（初期細胞濃度）と増加率を，観測





殖しないことを考慮して増加率を再計算したところ，0.42 – 0.45 day-1の範囲で互いに近い値となった．日射，融解
水の温度，pH といった藻類の他の周辺環境は，増加率とは全く関係がみられなかったことから，これらの条件は
増加率に影響しないと考えられる．モデル計算値と観測結果を比較したところ，決定係数 R は，Site-A, B でそれ
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